
604 第46巻　日本公衛誌　第8号 平成11年8月15日

双胎・品胎妊娠における最適分娩時母体体重増加量の検討
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目的　本報では，双胎・品胎妊娠における分娩時母体体重増加量を妊娠前の体格指標（Body

Mass Index, BMI），妊娠中毒症，児の出生時体重，胎児仮死，前・早期破水，分娩法および

障害児との関連から分析し，分娩時における最適母体体重増加量について検討した。

方法　対象は，19歳以下の若年産婦および35歳以上の高齢産婦を除く，20歳から34歳までに多胎

出産した双子の母親1,436人および三つ子の母親227人である。調査内容は，母親の妊娠前の

BMI（kg/m2），分娩時母体体重増加量，妊娠中毒症の出現状況，分娩週数，双子・三つ子

の出生時体重，胎児仮死，前・早期破水，障害児の発生状況，および排卵誘発剤の使用状況

等を調査した。

結果　1.　双胎妊娠において，分娩時母体体重増加量は妊娠前のBMI階級間で差異が認められ，

妊娠前の体格が肥満傾向にある者ほど分娩時母体体重増加量が有意（p＜0.001）に少なかっ

た。一方，品胎妊娠では分娩時母体体重増加量は，妊娠前のBMI階級間で差異が認められ

なかったものの，分娩週数，三つ子1人あたりの出生時体重ならびに1組あたりの合計体重

と関連が認められ，やせ群（BMI＜19.8 kg/m2）の方が普通群（BMI≧19.8 kg/m2）より分

娩週数が有意（p＜0.05）に短かく，出生時体重が軽かった。さらに，極小未熟児の発生状

況でもやせ群の方が普通群より有意（p＜0.001）に多かった。

　2.　双胎妊娠において，分娩時母体体重増加量は障害児の発生状況と関連は認められなか

ったが，妊娠中毒症，極小未熟児，胎児仮死，および前・早期破水の発生状況は，分娩時母

体体重増加量と関連が認められた。一方，品胎妊娠では妊娠中毒症および極小未熟児の発生

状況は，分娩時母体体重増加量と関連が認められた。

　3.　双胎妊娠において，妊娠中毒症が認められず，かつ極小未熟児を出産しなかった者の

分娩時母体体重増加量は，妊娠前肥満群（BMI＞26.0 kg/m2）では分娩週数が36週から37週

で6.2kg, 平均的な体格の普通群（19.8≦BMI≦26.0 kg/m2）では分娩週数が37週で12.0 kg，

やせ群（BMI＜19.8 kg/m2）では分娩週数が36週から37週で12.4kgであり，双子1人あた

りの出生時体重はほぼ2,300 gから2,500 gであった。一方，品胎妊娠において妊娠中毒症が

認められず，かつ極小未熟児を出産しなかった者の分娩時母体体重増加量は，妊娠前普通群

では分娩週数35週で12.2 kg，やせ群では分娩週数34週から35週で11.8 kgであり，三つ子1

人あたりの出生時体重もほぼ1,800 gから2,100 g であった。
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